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は
じ
め
に

　

百
五
十
年
史
編
纂
の
進
捗
状
況
報
告
の
五
回
目
で
あ
る
。
今
回
は
二
〇
一
四
年
一
一
月
か
ら
二
〇
一
五
年
一
〇
月
末
ま
で
の
状
況
を
報

告
す
る
。
以
下
、
例
年
同
様
、
編
纂
委
員
会
と
編
纂
専
門
委
員
会
の
議
論
を
中
心
に
説
明
し
て
い
き
た
い
。

一　

二
〇
一
四
年
度
後
期
の
状
況

（
一
）
議
題
・
会
場
・
日
程

　

二
〇
一
四
年
度
後
期
（
二
〇
一
四
年
一
一
月
〜
二
〇
一
五
年
三
月
）
は
編
纂
委
員
会
が
一
回
、
編
纂
専
門
委
員
会
が
二
回
行
わ
れ
た
。
ま
ず
、

編
纂
事
業
の
進
捗
状
況

　

廣　

木　
　
　

尚
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各
回
の
日
程
・
会
場
と
議
題
を
列
記
す
る
。

○ 
編
纂
専
門
委
員
会
（
第
三
回
）：
一
一
月
一
八
日
、
一
三
時
半
〜
一
六
時
半
、
大
隈
記
念
タ
ワ
ー
三
〇
一
会
議
室
に
て
開
催
。
出
席
者
は

五
名
。

・ 

協
議
事
項
│
「
１

．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
１

巻
の
構
成
の
件
」「
２

．
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
件
」。

・ 

報
告
事
項
│
「
１

．
２

０

１

４

年
度
百
五
十
年
史
編
纂
専
門
委
員
会
（
第
２

回
）
の
報
告
の
件
」「
２

．
資
料
調
査
・
収
集
状
況
の
件
」

「
３

．
理
事
会
・
評
議
員
会
・
維
持
員
会
資
料
目
録
化
状
況
の
件
」「
４

．
戦
争
犠
牲
者
及
び
戦
争
体
験
聞
取
り
調
査
の
件
」「
５

．
早

稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
室
（
仮
称
）
の
件
」。

○ 

編
纂
委
員
会
（
第
三
回
）：
一
二
月
二
日
、
一
二
時
一
〇
分
〜
一
三
時
、
大
隈
会
館
Ｎ
三
〇
一
会
議
室
に
て
開
催
。
出
席
者
は
一
三
名
。

・ 

協
議
事
項
│
「
１

．
編
纂
日
程
に
関
す
る
件
」「
２

．
編
集
・
執
筆
方
針
に
関
す
る
件
」「
３

．
編
集
体
制
に
関
す
る
件
」「『
早
稲
田
大

学
百
五
十
年
史
』
第
１

巻
の
構
成
に
関
す
る
件
」「
５

．
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
関
す
る
件
」。

・ 

報
告
事
項
│
「
１

．
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
委
員
に
関
す
る
件
」「
２

．
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
専
門
委
員
会
の
報
告

に
関
す
る
件
」「
３

．
資
料
調
査
・
収
集
状
況
に
関
す
る
件
」「
４

．
理
事
会
・
評
議
員
会
・
維
持
員
会
資
料
目
録
化
状
況
に
関
す
る
件
」

「
５

．
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
関
す
る
件
」。

○ 

編
纂
専
門
委
員
会
（
第
四
回
）：
二
月
二
五
日
、
一
四
時
〜
一
五
時
半
、
大
隈
記
念
タ
ワ
ー
三
〇
一
会
議
室
に
て
開
催
。
出
席
者
は
六
名
。

・ 

協
議
事
項
│
「
１

．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
１

巻
の
構
成
の
件
」「
２

．
編
集
体
制
の
件
」「
３

．
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
件
」。

・ 

報
告
事
項
│
「
１

．
資
料
調
査
・
収
集
状
況
の
件
」「
２

．
理
事
会
・
評
議
員
会
・
維
持
員
会
資
料
目
録
化
状
況
の
件
」「
３

．
戦
争
犠

牲
者
及
び
戦
争
体
験
聞
取
り
調
査
の
件
」。
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（
二
）
議
論
の
内
容

　

ま
ず
、
編
纂
日
程
で
は
二
〇
一
五
年
度
を
起
点
に
二
〇
二
〇
年
度
に
第
一
巻
、
二
〇
二
六
年
度
に
第
二
巻
、
二
〇
三
二
年
度
に
第
三
巻

を
刊
行
す
る
と
い
う
六
年
刻
み
の
計
画
が
提
案
さ
れ
、
編
纂
委
員
会
で
承
認
さ
れ
た
。

　

編
集
体
制
に
つ
い
て
は
、
既
に
前
年
度
の
編
纂
委
員
会
で
、
編
纂
業
務
全
体
の
調
整
と
会
議
運
営
な
ど
の
事
務
・
庶
務
を
助
手
（
一
名
）、

主
と
し
て
出
版
企
画
と
教
育
業
務
を
助
教
（
一
名
）、
主
と
し
て
資
料
調
査
の
推
進
業
務
を
常
勤
嘱
託
（
一
名
）、
第
一
巻
の
調
査
・
編
集

業
務
（
執
筆
を
含
む
）
を
非
常
勤
嘱
託
（
二
名
）、
第
二
巻
の
調
査
・
編
集
業
務
を
同
じ
く
非
常
勤
嘱
託
（
二
名
）、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
と
Ｗ

ｅ
ｂ
公
開
の
業
務
を
非
常
勤
嘱
託
（
一
名
）
が
担
当
す
る
計
八
名
の
体
制
が
承
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
今
回
、
そ
の
詳
細
が
協
議

さ
れ
た
。
ま
た
、
新
任
ス
タ
ッ
フ
の
人
選
は
公
募
の
う
え
選
考
す
る
こ
と
が
あ
わ
せ
て
確
認
さ
れ
た
。

　

編
集
・
執
筆
方
針
で
は
「
質
的
レ
ベ
ル
の
高
い
密
度
の
濃
い
年
史
を
つ
く
る
」
と
の
基
本
方
針
の
も
と
、「
１

．
個
別
的
な
事
例
や
エ

ピ
ソ
ー
ド
な
ど
も
組
み
込
ん
だ
体
系
的
・
系
統
的
な
編
集
・
執
筆
を
め
ざ
す
。」「
２

．
新
た
な
研
究
成
果
の
反
映
や
新
資
料
の
活
用
に
心

が
け
、
研
究
を
ふ
ま
え
て
編
集
・
執
筆
す
る
。」「
３

．
単
な
る
制
度
史
に
偏
し
な
い
よ
う
注
意
し
、
読
み
や
す
さ
を
念
頭
に
お
い
て
編
集
・

執
筆
す
る
。」「
４

．
一
面
的
・
一
方
的
な
評
価
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
、
適
正
・
公
正
な
編
集
・
執
筆
に
心
が
け
る
。」「
５

．
過
去
を

未
来
に
生
か
す
べ
く
、
否
定
的
側
面
も
含
め
た
バ
ラ
ン
ス
あ
る
編
集
・
執
筆
に
心
が
け
る
。」
の
五
つ
の
方
針
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も

編
纂
委
員
会
で
承
認
さ
れ
た
。

　

叙
述
の
内
容
で
は
、
第
一
巻
に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
三
部
構
成
の
〔
Ａ
案
〕、
四
部
構
成
の
〔
Ｂ
案
〕
が
提
案
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、

協
議
で
は
〔
Ｂ
案
〕
の
方
が
わ
か
り
や
す
い
と
し
た
上
で
、
継
続
的
な
検
討
課
題
が
種
々
提
起
さ
れ
た
。
構
成
上
の
問
題
で
は
、
事
務
局

提
出
の
案
は
テ
ー
マ
別
の
構
成
を
選
択
し
た
結
果
、
同
じ
時
代
の
同
じ
内
容
が
複
数
の
章
に
分
か
れ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
問
題
が
生
じ
て

い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
ま
た
、
学
生
の
研
究
会
・
ス
ポ
ー
ツ
・
社
会
活
動
や
女
子
学
生
、
附
属
学
校
・
研
究
所
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
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も
、
な
お
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
さ
れ
た
。
他
に
も
、
第
一
部
の
「
文
明
化
と
「
国
民
国
家
」
形
成
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
妥
当
性
や
、

法
律
学
科
の
成
立
の
項
目
を
設
け
る
べ
き
こ
と
等
が
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
状
況
に
か
ん
が
み
、
世
界
に
出
て
活
躍

し
た
卒
業
生
を
重
視
す
べ
き
こ
と
や
、
教
員
だ
け
で
な
く
職
員
の
働
き
も
適
切
に
取
り
上
げ
る
べ
き
こ
と
な
ど
が
提
案
さ
れ
た
。
他
方
で
、

「
ア
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生
」
の
よ
う
に
、
資
料
上
、
執
筆
の
困
難
が
予
想
さ
れ
る
項
目
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
た
。
最
終
的
に
、
い
ず

れ
の
課
題
も
紙
幅
の
問
題
を
考
慮
し
つ
つ
検
討
を
重
ね
、
書
き
手
が
決
ま
っ
て
い
な
い
現
段
階
で
は
、
な
お
流
動
性
を
残
し
て
お
く
の
が

妥
当
で
あ
る
と
の
結
論
に
至
っ
た
。

　

資
料
収
集
に
つ
い
て
は
、
学
術
院
所
蔵
資
料
の
調
査
方
法
等
が
協
議
さ
れ
た
。
ま
た
、
理
事
会
・
評
議
員
会
・
維
持
員
会
資
料
の
目
録

に
つ
い
て
は
大
学
本
部
に
お
い
て
も
利
便
性
が
高
い
と
の
意
見
も
出
さ
れ
た
。
二
〇
一
五
年
度
に
開
始
予
定
の
大
学
関
係
者
聞
き
取
り
調

査
に
つ
い
て
は
、『
百
年
史
』
段
階
で
行
っ
た
デ
ー
タ
の
活
用
方
法
や
、
聞
き
取
り
と
合
わ
せ
て
話
者
の
所
蔵
資
料
を
調
査
す
る
必
要
性

等
が
協
議
さ
れ
た
。
ま
た
、
聞
き
取
り
調
査
に
は
専
門
委
員
の
協
力
も
仰
ぐ
旨
、
打
診
さ
れ
た
。

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
つ
い
て
は
『
百
五
十
年
史
』
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
開
設
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。
そ
の
上
で
、
Ｗ

ｅ
ｂ
版
『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
資
料
編
と
し
て
、『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
）「
学
科
配
当
関
係
資
料
」「
学
校
設
置
関

係
資
料
」「
大
学
刊
行
物
」「
創
設
者
関
係
資
料
」「
式
辞
、
祝
辞
関
連
資
料
」
な
ど
を
公
開
し
、
あ
わ
せ
て
、
現
在
、
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
中
の
関
連
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
移
行
し
て
い
く
旨
、
説
明
が
あ
っ
た

　

ま
た
、『
百
五
十
年
史
』
の
電
子
書
籍
化
が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
関
連
し
て
、
本
文
と
映
像
・
音
声
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
な
ど
新
た

な
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
が
提
起
さ
れ
、
情
報
科
学
系
の
専
門
家
の
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
等
も
話
し
合
わ
れ
た
。



221

（
三
）
そ
の
他
の
事
項

　

右
記
の
議
題
の
他
に
、
編
纂
専
門
委
員
会
（
第
四
回
）
で
は
二
〇
一
五
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
懇
談
事
項

と
し
て
は
龍
泰
寺
（
佐
賀
市
）
の
襖
か
ら
大
隈
重
信
の
葬
儀
関
連
資
料
が
発
見
さ
れ
大
隈
記
念
館
に
寄
贈
の
運
び
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
が

報
告
さ
れ
た
。

二　

二
〇
一
五
年
度
前
期
の
状
況

（
一
）
議
題
・
会
場
・
日
程

　

二
〇
一
五
年
度
前
期
（
二
〇
一
五
年
四
月
〜
一
〇
月
）
も
編
纂
委
員
会
が
一
回
、
編
纂
専
門
委
員
会
が
二
回
行
わ
れ
た
。
再
び
、
各
回
の

日
程
・
会
場
・
議
題
を
列
記
す
る
。

○ 

編
纂
専
門
委
員
会
（
第
一
回
）：
六
月
三
日
、
一
二
時
一
〇
分
〜
一
三
時
、
大
隈
会
館
Ｎ
二
〇
四
会
議
室
に
て
開
催
。
出
席
者
は
五
名
。

・ 

協
議
事
項
│
「
１

．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
１

巻
の
構
成
の
件
」「
２

．
編
集
体
制
の
件
」「
３

．
編
纂
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
件
」

「
４

．
大
学
関
係
者
聞
き
取
り
調
査
の
件
」。

・ 

報
告
事
項
│
「
１

．
資
料
調
査
・
収
集
状
況
の
件
」「
２

．
法
人
会
議
資
料
目
録
化
状
況
の
件
」「
３

．
Ｗ
ｅ
ｂ
版
資
料
集
の
件
」。

○ 

編
纂
委
員
会
（
第
一
回
）：
六
月
二
四
日
、
一
二
時
一
〇
分
〜
一
三
時
二
〇
分
、
大
隈
会
館
Ｎ
三
〇
一
会
議
室
に
て
開
催
。
出
席
者
は
一

一
名
。

・ 

協
議
事
項
│
「
１

．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
１

巻
の
構
成
に
関
す
る
件
」「
２

．
編
集
体
制
に
関
す
る
件
」「
３

．
編
纂
日
程

に
関
す
る
件
」「
４

．
大
学
関
係
者
聞
き
取
り
調
査
に
関
す
る
件
」。
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・ 

報
告
事
項
│
「
１

．
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
専
門
委
員
会
の
報
告
に
関
す
る
件
」「
２

．
資
料
調
査
・
収
集
状
況
に
関
す
る
件
」

「
３

．
法
人
会
議
資
料
目
録
化
状
況
に
関
す
る
件
」「
４

．
Ｗ
ｅ
ｂ
版
資
料
集
に
関
す
る
件
」。

○ 
編
纂
専
門
委
員
会
（
第
二
回
）：
九
月
一
八
日
、
一
一
時
〜
一
三
時
、
二
号
館
津
田
記
念
室
に
て
開
催
。
出
席
者
は
五
名
。

・ 

協
議
事
項
│
「
１

．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
１

巻
の
構
成
の
件
」「
２

．
大
学
関
係
者
聞
き
取
り
調
査
の
件
」「
３

．「
早
稲
田

大
学
大
学
史
セ
ミ
ナ
ー
」（
仮
称
）
の
件
」「
４

．
Ｗ
ｅ
ｂ
版
資
料
集
の
件
」。

・ 

報
告
事
項
│
「
１

．
編
集
体
制
及
び
編
纂
日
程
の
件
」「
２

．
資
料
調
査
・
収
集
状
況
の
件
」「
３

．
法
人
会
議
資
料
目
録
化
状
況
の
件
」

「
４

．
Ｗ
ｅ
ｂ
版
資
料
集
の
件
」「
５

．
予
算
執
行
状
況
の
件
」。

（
二
）
議
論
の
内
容

　

編
纂
日
程
で
は
、
昨
今
の
雇
用
状
況
と
早
期
の
成
果
公
開
が
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
に
か
ん
が
み
、
六
年
単
位
と
し
た
編
纂
日
程
を
五

年
単
位
に
繰
り
上
げ
、
二
〇
一
九
年
度
に
第
一
巻
、
二
〇
二
四
年
度
に
第
二
巻
、
二
〇
二
九
年
度
に
第
三
巻
を
刊
行
し
、
二
〇
二
九
年
度

か
ら
二
〇
三
二
年
度
ま
で
は
学
生
向
け
冊
子
・
写
真
集
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
、
関
連
出
版
物
の
編
纂
・
刊
行
に
あ
て
る
と
の
計
画
が
提
案
さ
れ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
叙
述
す
る
年
度
の
下
限
を
繰
り
上
げ
る
こ
と
に
な
る
等
、
日
程
短
縮
に
よ
り
生
じ
る
問
題
が
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、

『
百
年
史
』
以
後
の
時
期
を
対
象
と
す
る
第
三
巻
に
つ
い
て
は
、
第
一
巻
、
第
二
巻
と
並
行
し
て
準
備
を
進
め
、
日
程
短
縮
に
対
応
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
以
上
の
議
論
を
経
て
編
纂
委
員
会
で
承
認
さ
れ
た
。

　

編
集
体
制
に
つ
い
て
は
四
月
よ
り
担
当
助
手
の
就
任
と
常
勤
嘱
託
の
交
代
が
あ
っ
た
こ
と
、
八
月
よ
り
新
た
に
第
二
巻
編
集
担
当
の
非

常
勤
嘱
託
（
一
名
）
が
加
わ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
調
査
推
進
体
制
と
し
て
常
勤
嘱
託
を
中
心
と
す
る
学
内
資
料
調
査
グ
ル
ー

プ
（
四
名
）、
助
手
を
中
心
と
す
る
「
関
係
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
」（
四
名
）、
助
教
を
中
心
と
す
る
「
戦
争
関
係
調
査
グ
ル
ー
プ
」（
四
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名
）
を
編
成
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
編
纂
委
員
会
で
承
認
さ
れ
た
。
他
に
、
専
門
委
員
が
執
筆
グ
ル
ー
プ
に
加
わ
る
際
の
措
置
に
つ
い

て
、
協
議
が
な
さ
れ
た
。

　

叙
述
の
内
容
で
は
、
第
一
巻
に
つ
い
て
、
主
に
章
・
節
タ
イ
ト
ル
の
文
言
が
議
論
さ
れ
た
。「
〜
と
早
稲
田
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
多

過
ぎ
る
、
章
と
節
で
タ
イ
ト
ル
が
重
複
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
等
、
現
行
案
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
早
稲
田
大
学
」「
早

稲
田
」「
大
学
」「
学
苑
」
等
の
用
語
の
使
い
分
け
や
カ
ッ
コ
の
つ
け
方
な
ど
に
つ
い
て
、
基
準
を
明
確
に
す
る
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。

な
お
、
編
纂
委
員
会
で
は
、『
百
年
史
』
及
び
『
百
五
十
年
史
』
の
著
作
権
の
帰
属
が
話
題
に
の
ぼ
り
、
著
作
権
は
大
学
に
帰
属
す
る
こ
と
、

文
責
も
執
筆
担
当
者
で
は
な
く
、
大
学
な
い
し
編
纂
委
員
会
が
負
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

資
料
収
集
に
つ
い
て
は
、
継
続
し
て
学
内
資
料
の
収
集
を
進
め
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
中
国
第
二
歴
史
档

案
館
で
調
査
を
行
っ
た
委
員
か
ら
、
同
館
に
戦
時
中
の
早
稲
田
大
学
留
学
生
の
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
の
報
告
が
あ
り
、
海
外
で
の

資
料
調
査
の
必
要
性
も
提
起
さ
れ
た
。
大
学
関
係
者
聞
き
取
り
調
査
に
つ
い
て
は
、
今
秋
を
目
途
に
開
始
す
る
こ
と
で
承
認
さ
れ
た
。
聞

き
取
り
対
象
者
は
「
総
長
・
理
事
経
験
者
」「
教
務
部
長
・
学
生
部
長
・
学
術
院
長
経
験
者
」「
そ
の
他
関
係
者
（
女
性
教
職
員
・
特
定
事
項

の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
・
校
友
等
）」
の
中
か
ら
選
定
を
進
め
る
と
の
方
針
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
学
部
や
研
究
科
の
再
編
に
中
心
的

役
割
を
果
た
し
た
教
職
員
へ
の
調
査
を
優
先
的
に
実
施
す
べ
き
こ
と
や
、
女
性
教
職
員
・
留
学
生
へ
の
調
査
も
重
要
で
あ
る
と
の
意
見
が

出
さ
れ
る
と
と
も
に
、
新
キ
ャ
ン
パ
ス
の
土
地
取
得
の
問
題
な
ど
聞
き
取
り
の
中
心
的
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
協
議
が
行
わ
れ
た
。
調
査

方
法
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
質
問
事
項
を
整
理
し
て
話
者
と
の
調
整
を
進
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
こ
と
、
学
術
院
関
係
の
調
査
は
別
途
調

整
を
行
い
、
協
力
体
制
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

Ｗ
ｅ
ｂ
版
資
料
集
に
つ
い
て
も
調
査
・
公
開
の
進
捗
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
人
名
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
「
主
な
著
作
」

か
ら
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
へ
の
リ
ン
ク
を
貼
れ
ば
利
便
性
が
向
上
す
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
対
応
を
検
討
す
る
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こ
と
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
今
年
度
か
ら
『
百
五
十
年
史
』
編
纂
に
つ
い
て
、
ス
タ
ッ
フ
の
知
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
編
纂
事
業
に
対
す
る
本
学
教
職
員

の
意
識
・
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
早
稲
田
大
学
大
学
史
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
始
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。
専
門
委
員
会
で

は
、
学
内
の
他
機
関
や
関
連
す
る
ゼ
ミ
と
の
共
催
も
講
じ
る
こ
と
、
様
々
な
広
報
媒
体
を
積
極
的
に
活
用
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
等
が
提
案

さ
れ
た
。

（
三
）
そ
の
他
の
事
項

　

予
算
に
つ
い
て
引
き
続
き
協
議
が
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
専
門
委
員
会
で
は
、
来
年
度
、
委
員
の
交
替
が
生
じ
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
、

今
後
、
編
纂
委
員
会
に
は
か
り
手
続
き
を
と
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

お
わ
り
に

　

二
〇
一
五
年
一
〇
月
、
九
九
号
館
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
21
）
六
階
に
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
室
が
開
設
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
月
か
ら
新

た
に
第
一
巻
の
調
査
・
編
集
業
務
を
担
当
す
る
非
常
勤
嘱
託
二
名
も
加
わ
り
、
百
五
十
年
史
編
纂
の
陣
容
は
整
い
つ
つ
あ
る
。
今
後
は
速

や
か
な
事
業
の
推
進
を
は
か
り
、
短
縮
さ
れ
た
編
纂
日
程
に
即
応
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
と
な
る
。


